
        

 令和５年度 船員安全・労働環境取組大賞 

受 賞 者：太平洋沿海汽船株式会社 

取組の概要：ヒヤリ・ハット情報報告の件数増加に向けた取組みの他、報告のあ

った内容の集計、整理、集約を自動化。 

取組の名称：ヒヤリハット情報収集の促進・効率化 

【具体的な取組の内容】 

【具体的な成果】 

〇ヒヤリ・ハット情報については、報告書作成・提出の負担がかかるほか、処分や不利益取扱

いを連想させるなどの心理的ハードルがあり、情報収集に課題があったところ、船員のモチベ

ーション高揚のために表彰・副賞制度※を導入。 

※報告件数１位の船を表彰 

１位～３位まで副賞として乗組員にカタログギフト等を贈呈 

年間予算３０万円、上半期・下半期で１５万円ずつを目安 

 

〇収集したヒヤリ・ハット情報については、これまで船員から提出のあった報告書を事務担当

者が Excel に転記し、水平展開用に資料を作成していたところ、できるだけ費用をかけず、誰

でも簡単に使える「Google Form」、「Google スプレッドシート」を活用することで、報告内容

を自動で集計・整理・集約。情報収集はグラフ・一覧表で可視化。 

 

乗組員からも「モチベーションがあがる」等の声があり、好評である。 

ヒヤリ・ハット報告の件数も増加し、取組の効果がでている。 
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ヒヤリハット情報収集の促進・効率化

船員災害防止活動取組
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１．ヒヤリハット情報収集の課題

課題
情報収集の労力

水平展開するまでのタイムラグ
（即時性を高めたい）

背景
⚫ 報告書を作成・提出する手間から乗
組員に面倒・億劫に思われる。

⚫ ケースによっては、自身の責任を問
われかねない、あるいは醜態を晒さ
ないかと不安に思われる。

⚫ 担当者が報告書の情報（データ）を
集計・整理・集約し、水平展開用の
資料を作成する作業に、どうしても
一定の時間を要する。

解決に向けた
仮説

⚫ 報告書を作成・提出してもらうには、
乗組員のモチベーション（やる気）
の高揚が必須だろう。

⚫ 会社として報告書を積極的に提出す
ることを奨励する姿勢を示す必要が
あるだろう。

⚫ Excel以外のツールを用いて、情報の
集計・整理・集約を効率化（自動
化）できないだろうか。
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２．促進のための取組

キャンペーン名称 ヒヤリハットもっともっとキャンペーン（略称「ハットモット」）

期間
⚫ 2021年度4Q（2022/1/1～2022/3/31) トライアル開始。
⚫ トライアルの効果が認められたため、以降は半期ごとに

2022年度上半期・2022年度下半期も実施し、
現在もキャンペーンを継続中。

評価方法 船ごとにヒヤリハット報告書の件数を集計。

表彰・副賞 ⚫ 報告件数１位の船を表彰。
⚫ １位～３位まで副賞として乗組員にカタログギフト等を贈呈。
⚫ 年間予算３０万円、上半期・下半期で１５万円ずつを目安。

企画の経緯・着想 ⚫ どうせお金をかけるなら、乗組員が楽しめるようなコンペ形式にしよう。
⚫ 報告書をたくさん提出することで報酬が得られる＝やる気UPにつながるはず。

期待効果  ヒヤリハット報告書の件数増加。
 KY活動の促進、安全意識の向上。
 船内コミュニケーションの活発化。

キャンペーン
キャラクターの
ヒヤリハトです。
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キャンペーン期間 副賞 (贈呈品）

2021年度 4Q
飲料、カタログギフト 計 約13万円
＋参加賞 約2万円

2022年度 上期 カタログギフト 計 約15万円

2022年度 下期 カタログギフト 計 約15万円

２．促進のための取組

参加賞として
オリジナルの

クリアファイルも
作ったよ！
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※現在は未だ運用トライアル中のため、担当者が受領した報告書をGoogle Formに転記。

３．効率化のための取組

取組手法 Googleが提供する無料ツールをトライアルとして
情報の集計・整理・集約に活用中。

活用ツール Google Form、Googleスプレッドシート、
Looker Studio（旧: Googleデータポータル）

着想 できるだけ費用をかけず、先ずはお試しで、誰でも簡単に使えるものがよい。

従来フロー 各船から提出された報告書を担当者がExcelに転記し、水平展開用に資料を作成。
報告書を受領してから「見せる化」が必要。

めざすフロー(※) 各船からGoogle Formで情報を収集し、集計・整理・集約を自動化。
報告書が提出されたら即時「見える化」が可能。

Google Form Googleスプレッドシート Looker Studio

自動集計 自動整理・集約

メール提出
担当者がExcel等で
集計・整理・集約

会議で説明

いつでも閲覧可

資料作成

全船5G対応
Wi-Fi完備
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３．効率化のための取組

報告者
個人名

Form回答内容が自動で集計・整理・集約され、
データ(情報)がグラフ・一覧表に反映される。
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⚫成果：

◼ヒヤリハット報告の件数が増加。

些細な気づきも報告につながるようになった。

◼乗組員の声、非常に好評。

• 「とてもモチベーションがあがる」

• 「副賞を家族が喜んでいた」

• 「このキャンペーンを考えた人、

“社長賞”をもらっても良いよね！」

◼離職率低下の一助にも？

（参考: 過去５年間の採用者の定着率=92%）

⚫課題：

報告書の質の向上のための教育・指導

Googleのツール活用による自動化に向けた

マニュアルと運用の見直し

４．取組の成果と課題
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月別報告件数の推移

2022 2021 2020 2019

年度 目標
件数

報告
件数

前年度比 備考

2019 ― 48 ―

2020 60 46 △2（△4％） 目標件数定めるも未達

2021 55 55 ＋9（＋19％） 内、4Qで25件

2022 60 72 ＋22（＋31％） 上半期・下半期でキャンペーン実施


